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静
岡
市
の

コ
コ
が
聞
き
た
い

総

括

質

問

ク
ラ
ス
タ
ー
公
表
基
準
の
見
直
し
、
店
舗
名
等
の
公
表

　

飲
食
店
を
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は
、
無
症
状
者

を
対
象
と
し
た
行
政
検
査
と
い
う
点
で
こ
れ
ま
で
の
方
針
の
大

転
換
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
連
続
し
て
発
生
す
る
緊
急
事
態

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
公
表
基
準
を
見
直
し
、
店
舗
名
等
の
よ

り
詳
細
な
情
報
を
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

本
市
は
、
感
染
者
が
不
特
定
多
数
と
接
触
し
た
可
能

性
が
あ
り
、
利
用
者
が
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、
管
理
者
等
の

同
意
が
得
ら
れ
ず
と
も
店
舗
名
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ク
ラ
ス
タ
ー
の
連
続
発
生
を
受
け
、
注
意
喚
起
の
た
め
、
業
態

や
感
染
予
防
対
策
が
不
十
分
な
点
も
公
表
し
て
い
る
。
今
後
は
、

感
染
者
数
の
増
加
で
高
ま
る
市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、

利
用
者
が
特
定
で
き
る
場
合
で
も
、
店
舗
の
管
理
者
等
に
公
表

の
目
的
を
丁
寧
に
説
明
し
て
理
解
と
協
力
を
求
め
、
店
舗
名
等

の
公
開
を
前
提
に
、
同
意
を
得
る
働
き
か
け
を
強
め
て
い
く
。

質
問
者

　松
谷

　清
（
緑
の
党
）

脱
炭
素
社
会
の
実
現

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
「
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
」
に
対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

　
　
　
　

近
年
の
記
録
的
な
猛
暑
、
自
然
災
害
の
増
加
や
激
甚

化
ま
で
、
私
た
ち
は
今
、
目
に
見
え
る
形
で
気
候
変
動
が
も
た

ら
す
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
気
候
危
機
」
の
状
況
か
ら
、
安
全
・
安
心
な
市
民
の

暮
ら
し
を
確
保
し
、
市
が
有
す
る
世
界
基
準
の
資
産
を
次
の
世

代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

実
質
ゼ
ロ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
す
る
。

　

今
後
は
、
市
内
経
済
界
や
市
民
と
の
連
携
を
更
に
深
め
、
経

済
と
環
境
が
両
立
す
る
先
進
的
な
仕
組
み
を
構
築
し
、
地
域
、

更
に
は
国
全
体
に
波
及
さ
せ
て
い
く
な
ど
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
都

市
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開
始
し
て
い
く
こ
と
で
「
世
界
に

輝
く
静
岡
の
実
現
」
に
つ
な
げ
て
い
く
。

答 

弁

感
染
者
や
医
療
従
事
者
な
ど
へ
の
誹
謗
中
傷
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
や
医
療
従
事
者
な
ど
へ
の

誹
謗
中
傷
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
今
後
の
取
組
は
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
、
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
定
例
記
者
会
見
で
、

い
わ
れ
な
い
差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中
傷
は
深
刻
な
人
権
侵
害
で

あ
る
こ
と
を
市
民
に
繰
り
返
し
伝
え
て
き
た
。

　

今
後
は
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
二
つ
の
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

の
ロ
ゴ
を
取

組
の
象
徴
と
な
る
ロ
ゴ
へ
進
化
さ
せ
、
本
市
全
職
員
が
ロ
ゴ
を

印
刷
し
た
名
札
を
着
用
す
る
と
と
も
に
市
民
へ
バ
ッ
ジ
な
ど
の

啓
発
品
を
配
布
す
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
誹
謗
中
傷
の
場
と
な
り

や
す
い
た
め
、
本
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
感
染
情
報
に
ロ
ゴ
を

添
え
、
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
く
機
会
を
創
出
す
る
。

　

一
方
、
現
に
誹
謗
中
傷
を
受
け
苦
し
ん
で
い
る
方
に
は
、
市

民
相
談
室
や
関
係
機
関
の
窓
口
情
報
を
分
か
り
や
す
く
広
報
し
、

メ
ン
タ
ル
、
法
律
、
医
療
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
支
援
し
て
い
く
。

答 

弁

答 

弁

　質
問
者

　山
梨

　渉
（
公
明
党
）

　質
問
者

　稲
葉

　寛
之
（
志
政
会
）

答 

弁

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
心
と
体
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
、
ス
ポ

ー
ツ
を
普
段
か
ら
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
市
と
し

て
推
進
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
取
組
は
。

　
　
　
　

本
市
は
平
成
31

年
３
月
に
静
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
を
改
定
し
、
「
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
・
ラ
イ
フ
」
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
①
親
子
で
参
加
で

き
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
な
ど
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室
を
充

実
さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
機
会
を
よ
り
一
層
提
供
し
て
い

く
こ
と
、
②
市
民
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
軽
運
動
を
継
続
す

る
こ
と
の
効
果
を
広
く
発
信
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
を
促
し

て
い
く
こ
と
の
二
つ
の
取
組
を
軸
に
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
新
し

い
日
常
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
や
素

晴
ら
し
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
で
豊
か
な
生
活

が
実
現
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
者

　畑
田

　響
（
自
民
党
）

答 

弁

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
回
収
方
針

　

国
が
検
討
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
一
括
回
収
の
方

針
に
対
し
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

本
市
は
、
収
集
運
搬
等
の
経
済
合
理
性
や
環
境
負
荷
、

市
民
負
担
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
清
掃
工
場
に
お
い
て
処
理

す
る
過
程
で
熱
や
電
気
と
し
て
回
収
す
る
ほ
か
、
生
成
さ
れ
る

溶
融
ス
ラ
グ
を
肥
料
や
建
設
資
材
と
し
て
有
効
活
用
す
る
な
ど
、

独
自
の
先
進
的
な
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
で
処
理
し
て
い
る
。

　

国
の
方
針
は
、
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の
在
り
方
や
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
効
果
の
検
証
な
ど
が
未
だ
不
十
分
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
は
令
和
２
年
８
月
、
方
針

を
一
律
に
適
用
す
る
の
で
は
な
く
自
治
体
が
主
体
的
に
処
理
方

法
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
千
葉
市
や
福
岡
市
等
と
共
に
国
に
要

望
し
た
。
今
後
も
、
国
の
動
向
や
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
進
展
な

ど
も
注
視
し
な
が
ら
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

質
問
者

　佐
藤

　成
子
（
志
政
会
）

　「観光地域づくり法人（Destination Management/
Marketing Organization）」。
　地域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプ
ローチを取り入れた観光地域づくりを行う舵取り役
となる法人。

ＤＭＯ

　静岡県中部・志太榛原地域の文化的、社会的、
経済的特性等を活用し、観光関連産業の振興と交
流人口拡大による地域経済の活性化を促進すると
ともに、国際的な相互理解の増進、文化の向上及
び豊かな人間性に根差した社会の創造に寄与する
ことを目的とする公益財団法人。

するが企画観光局

語 句 説 明

　一つは命、生命としてのLife、もう一つは暮らし、
日常の生活のこと。
　新型コロナウイルスの脅威から、市民の「いのち」
を守り、地域経済の衰退という大きな脅威から「くら
し」を守るという意味が込められている。

啓発バッジ
（裏面「広報しずおか」1～2ページに関連記事有り）

二つのＬｉｆｅ（ライフ）

語 句 説 明

　スポーツ庁が提唱する概念で、本市では、日常
において意識的に行う生活活動（ウォーキングや
階段昇降など）もスポーツであると定義する。ス
ポーツが特別なものではなく、それぞれのライフ
スタイルに応じて日常生活に溶け込み、親しまれ
ている状態。

スポーツ・イン・ライフ

語 句 説 明

　環境負荷の低減や循環型社会の構築につなげるた
め、家庭から排出される容器包装以外も含めたプラ
スチックを一括回収、リサイクルすること。

プラスチック資源の一括回収

　ごみなどを高温で溶かして、灰に含まれるダイ
オキシン類を分解し、重金属を封じ込め、水で急
速に冷やすことにより生成される安全なガラス状
固化物。

溶融スラグ

語 句 説 明

　2050年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロにする
目標。
　令和２年10月26日の菅内閣総理大臣の所信表明演説
で宣言された。

2050年温室効果ガス排出実質ゼロ

語 句 説 明

　2050年までに温室効果ガス排出実質ゼロを表明した
自治体。令和２年12月17日現在、197自治体が表明。

ゼロカーボン都市（ゼロカーボンシティ）

答 

弁

　

観
光
業
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
欠
か
せ
な
い
産
業
で
あ

り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
経
済
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
に

回
復
さ
せ
て
い
く
か
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の

観
光
業
支
援
の
考
え
方
は
。

　
　
　
　

喫
緊
の
課
題
に
対
す
る
短
期
的
な
施
策
と
し
て
、
大

規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
支
援
拡
大
や
団
体
旅
行
客
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
宿
泊
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
う
。

　

コ
ロ
ナ
の
収
束
後
を
見
据
え
た
中
長
期
的
な
施
策
と
し
て
、

周
遊
観
光
の
促
進
と
夜
の
観
光
資
源
の
充
実
の
取
組
を
進
め
て

い
く
。
具
体
的
に
は
、
す
る
が
企
画
観
光
局
と
連
携
し
た
し
ず

お
か
中
部
連
携
中
枢
都
市
圏
５
市
２
町
の
地
域
連
携
D
M
O
や
、

日
本
平
か
ら
の
夜
景
整
備
を
進
め
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
夜
景
の

実
現
を
目
指
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
観
光
需
要

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
業
支
援

質
問
者

　島

　直
也
（
自
民
党
）

令
和
２
年
12
月
２
、
３
、

４
日
の
３
日
間
、
15
人
の

議
員
が
総
括
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　

質
問
の
一
部
を
抜
粋
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全
部
見
ら
れ
る

総
括
質
問

　左
記
H
P
で
録
画
し
た

映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。　ご

覧
に
な
り
た
い
議
員

名
か
ら
選
択
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

https://www.city.shizuoka.lg.jp/
000_000269.html

SDGSの目標


